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改革改善
の考え方

①問題
点

更なる市民の健康増進に寄与する保健施設のあり方の検討

②改革
提案

多角的な視点により検討する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

市民に快適な施設を提供し、保健事業の推進を図った。
本庁舎解体による保健事業への影響を最小限にとどめるよう調整した。

総事業費①+② 13,912 9,098 9,916 12,252

600 600

臨時職員所要時間

一般財源 11,683 9,015 7,687 12,169

人件費計（千円）② 2,146 2,146

正規職員所要時間

起債

その他 83 83 83 83

県支出金

事業費計（千円）① 11,766 9,098 7,770 12,252 [25特定財源]（そ）諸収入83千円
((㈱飯田健康温泉源泉地借地料負担金）
[26特定財源]（そ）諸収入83千円
（㈱飯田健康温泉源泉地借地料負担金）
[27特定財源]（そ）諸収入83千円
（㈱飯田健康温泉源泉地借地料負担金）

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　保健センター施設管理（本庁、鼎、上郷、上村）
　(1) 施設維持管理、その他
２　保健センター臨時職員（事務）の雇用
３　千代診療所の施設管理
４　健康増進施設の改修費等

１　施設数

２　臨時職員数

１　　　　　４か所

２　　　　　２名

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・保健センター４箇所の維持管理
・千代診療所の施設管理

成果
指標

対象①の利用日数 365 365 366 365

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

心身ともに健康であると感じている市民の割合　％

保健施設として管理する施設数 5

意図（どういう状態
にするか）

①施設が適切に管理され、快適な市民の健康管理の場
が確保される
②保健業務、保健指導など推進する

目
的

対象（誰・何を）
①飯田市保健センター、鼎保健センター、上郷保健セン
ター、上村保健センター　②千代診療所（施設管理のみ）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 31 心と体の健康づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 保健課 H27係等名 健康推進係 H26係等名 健康推進係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S46 終了
事務事業名 保健施設管理事業

会計 一般会計
13 11

事業種別 経常

3 施策№ 31 事業№


